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tory of the Yorubas"という本が後で送られて
きたが，その中に記載されている19世紀後半の
イパダンの首長Ayorindeという人物が，いま
のアヨリンデ家とつながりがあるのかもしれな
い。子息のアヨリンテーさんはナイジエリア・ボー
イスカウト連盟の総裁に就任したということが，
ずっと後になって写真とともに知らされてきた。
ナイジエリアではヨルパ族とイボ族の激しい
内戦がつづき，その混乱のためか父子の音信が
絶えたままになったのが大変気がかりである。
文化比較の見方を教えられて
他にもインド・グループの好青年アプテ君
(V. Apte)は，ボンベイ地方の農業改良普及
員であったが，日本への帰途ぜひインドに寄る
ようにとすすめ，ニュー・デリーの空港で待ち
受けてくれた。
お蔭で，デリーの見学，何ヵ処かの仏跡訪問，
農村の協同組合活動の現地視察，アグラのタジ・
マハール廟見物ができた。旧総督公邸であった
大統領官邸を案内されたとき，広大なイギリス
風庭闘を見下ろす踊り場に，歴代インド総督
(イギリス人)の肖像爾が掲げられているのを
指して， Iこれはインド人の寛容 lndiantoler-
anceです」とアプテ君に解説されたことが忘
れられない。われわれはインド大陸を列車で横
断し，カルカッタから空路東京へ向かった。帰
国したのは1959年3月7日であった。
思えば“東洋大学イスラエル調査団"の派遣
は，私にとって始めての海外経験であり，異な
る文化的背景をもっ人々との最初の接触であっ
た。本を読んで‘知っているつもりの外国文化へ
の理解とはまた違った角度からの，実感を伴う
新たな認識が多く得られた。イスラエルの七ミ
ナーに17ヵ国のアジア・アフリカ諸国からの参
加があったことは，文化比較のまたとないよい
機会だ‘ったといってよいであろう。 20代の終り
のこうした鮮烈な体験は，私のその後の国際理
解や判断に測り知れぬ影響を与えたといって過
言ではない。
米林富男先生の「世界的視野に立った学問研
究」という先駆的な発想が具体化してA.A研
になったとき，私は1963年から研究員に加えら
れ，以来99年に退職するまで続いた。(注2)A'A
研の共同研究計画「アジアの近代化と伝統」の
テーマの下で， 80年代には韓国， 90年代には中
国の社会教育現地調査を数回にわたって実施す
る機会も得た。
在職中に上述の「イスラエル教育のナショナ
リズムJ(1968年度年報所収)の他に， I韓国社
会教育法 (1982年)の性格についてJ(1988年度
年報所収)と，東洋大学特別研究の報告「中国
における教育改革の進展J cr21世紀の国際社会
における日本(I J.I 1997年所収)をまとめるこ
とができたのはA'A研における研究の成果で
ある。これらを振り返ると，いずれにおいても
新たな国づくりと教育との関係が共通した大き
なテ}マであったことに，いまさらのように気
づくのである。
注 1 本稿のタイトルの「接点」には，イスラエ
ルの地理的位置も意味されている。
注2 Afro-Asian Seminarの運営責任者(校長)
であったエゲール (AkivaEger)氏は，後に
ヒスタドルートのアジア・アフリカ研究所長
に就任し， 1964年5月，アジア諸国歴訪の際
に来日し，東洋大学においてA.A研主催の
「イスラエルにおける地域開発ーキブツの構
造と機能 Jと題する講演を行った。
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